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る
。
家
族
や
た
く
さ
ん
の
関
係

者
の
方
が
応
援
し
て
く
れ
て
い

る
」
と
感
じ
た
古
川
さ
ん
。

一
方
の
松
元
さ
ん
は
、「
他

の
農
家
さ
ん
の
牛
や
牛
を
引
い

て
る
姿
を
見
て
、
自
分
た
ち
は

ま
だ
ま
だ
、
も
っ
と
が
ん
ば
ら

な
い
と
い
け
な
い
」
と
、
力
不

足
を
感
じ
た
と
い
う
。

そ
れ
で
も
、
農
業
ク
ラ
ブ
で

活
動
す
る
う
ち
、「
牛
を
見
る

目
が
つ
い
て
き
た
」
と
２
人
。

「
牛
に
関
わ
っ
て
い
く
に
つ
れ

て
、
牛
の
こ
と
が
ど
ん
ど
ん
分

か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」と
、

自
分
た
ち
の
成
長
を
実
感
し
て

い
る
。

現
在
の
課
題
は
、
牛
の
栄

養
度
だ
と
話
す
２
人
。
子
牛
に

は
十
分
な
栄
養
が
必
要
だ
が
、

太
り
す
ぎ
は
禁
物
。「
ま
ひ
ろ
」

と
「
ふ
く
え
」
は
栄
養
が
付
き

す
ぎ
て
い
る
た
め
、
今
は
県
代

表
決
定
検
査
に
向
け
て
体
型
を

整
え
る
こ
と
に
特
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
ま
た
、
万
全
の
状
態

で
出
品
が
で
き
る
よ
う
に
、
牛

の
歩
き
方
や
咳
の
仕
方
な
ど
、

体
調
の
変
化
を
見
逃
さ
な
い
よ

う
気
を
配
る
。

ク
ラ
ブ
活
動
の
中
で
、
古
川

さ
ん
と
松
元
さ
ん
が
特
に
頼
り

に
し
て
い
る
の
が
、
同
じ
く
３

年
生
の
永な

が
い井

夢ゆ

な菜
さ
ん
と
吉よ

し
だ田

雫し
ず
くさ

ん
だ
。
２
人
は
友
人
で
あ

る
松
元
さ
ん
の
誘
い
を
受
け
、

ク
ラ
ブ
に
加
入
。

永
井
さ
ん
と
吉
田
さ
ん
に

つ
い
て
、「
畜
産
の
こ
と
が
分

か
ら
な
い
状
態
で
加
入
し
て
く

れ
た
の
に
、
い
つ
も
自
分
た
ち

を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
る
。
と
て
も
大
き
な
存
在
」

と
古
川
さ
ん
と
松
元
さ
ん
は
口

を
揃
え
る
。

「
高
校
及
び
農
業
大
学
校
の

部
」
で
は
、
出
品
牛
の
審
査
に

加
え
て
各
学
校
の
取
組
状
況
の

発
表
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
が

審
査
に
大
き
く
反
映
さ
れ
る
。

吉
田
さ
ん
と
永
井
さ
ん
は

引
き
手
を
務
め
る
古
川
さ
ん
と

松
元
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を
務
め

る
一
方
で
、
取
組
発
表
も
担

当
。
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担
し
な

が
ら
、
団
結
し
て
日
本
一
を
目

指
す
。

県
内
で
は
、
都
城
農
業
高
校

も
「
高
校
及
び
農
業
大
学
校
の

部
」で
の
出
品
を
狙
っ
て
お
り
、

全
共
へ
は
１
頭
の
み
が
県
代
表

と
し
て
出
品
で
き
る
。

家
族
や
関
係
機
関
の
技
術

指
導
員
な
ど
か
ら
日
々
ア
ド
バ

イ
ス
や
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
周

囲
か
ら
応
援
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
る
と
い
う
２
人
。

古
川
さ
ん
は
「
ま
ず
は
都
城

農
業
高
校
の
牛
に
勝
ち
た
い
。

そ
し
て
、
ふ
く
え
と
ま
ひ
ろ
の

ど
ち
ら
が
選
ば
れ
て
も
、
お
互

い
に
サ
ポ
ー
ト
し
合
い
た
い
と

思
い
ま
す
」。松
元
さ
ん
は
、「
ま

ひ
ろ
と
一
緒
に
全
共
に
出
た

い
。
で
も
ま
ず
は
、
都
城
農
業

高
校
よ
り
い
い
牛
を
作
れ
る
よ

う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」

と
そ
れ
ぞ
れ
意
気
込
む
。

５
年
前
の
先
輩
た
ち
の
活

躍
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
ら
な

い
と
話
す
２
人
。
日
本
一
を
目

指
し
「
気
負
わ
ず
自
分
た
ち
ら

し
く
」、
ま
ず
は
１
カ
月
後
に

迫
る
県
代
表
決
定
検
査
で
県
代

表
の
座
を
目
指
す
。

平
成
29
年
に
宮
城
県
で
開

催
さ
れ
た
「
第
11
回
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
」
に
高
校
と
し
て

30
年
ぶ
り
の
出
場
を
果
た
し
、

２
区
で
優
等
賞
５
席
に
輝
い
た

小
林
秀
峰
高
校
農
業
ク
ラ
ブ
。

現
在
は
、
10
月
に
鹿
児
島
県

で
開
催
さ
れ
る
「
第
12
回
全
国

和
牛
能
力
共
進
会
」
の
「
高
校

及
び
農
業
大
学
校
の
部
」
へ
の

出
場
を
目
指
し
て
活
動
中
だ
。

昨
年
10
月
の
「
全
国
和
牛
能

力
共
進
会
宮
崎
県
出
品
対
策
共

進
会
（
プ
レ
全
共
）」
へ
の
参

加
を
先
生
に
勧
め
ら
れ
、「
５

年
に
一
度
の
全
共
は
め
っ
た
に

な
い
機
会
。挑
戦
し
て
み
た
い
」

と
、
実
家
が
繁
殖
農
家
の
古ふ

る
か
わ川

颯そ
う
た太

さ
ん
と
松ま

つ
も
と元

未み

み美
さ
ん
が

ク
ラ
ブ
に
加
入
。
現
在
は
、
３

年
生
４
人
と
１
年
生
２
人
の
計

６
人
で
活
動
し
て
い
る
。

部
員
は
、
毎
日
高
原
農
場
に

足
を
運
び
、
代
表
検
査
に
出
品

す
る
子
牛
「
ふ
く
え
」
と
「
ま

ひ
ろ
」
を
お
世
話
。「
ふ
く
え
」

の
引
き
手
を
務
め
る
古
川
さ
ん

と
、「
ま
ひ
ろ
」
の
引
き
手
を

務
め
る
松
元
さ
ん
を
中
心
に
、

理
想
的
な
体
型
に
す
る
た
め
に

走
ら
せ
る
引
き
運
動
や
、
美
し

く
毛
並
み
を
整
え
る
シ
ャ
ン
プ

ー
・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
、
美
し
い

立
ち
姿
を
見
せ
る
た
め
の
調
教

に
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
。

先
日
６
月
３
日
に
は
、
小
林

地
域
家
畜
市
場
で
西
諸
代
表
牛

決
定
検
査
（
最
終
決
選
）
が
行

わ
れ
、
農
業
ク
ラ
ブ
も
「
ふ
く

え
」
と
「
ま
ひ
ろ
」
を
出
品
。

２
頭
と
も
８
月
の
県
代
表
決
定

検
査
へ
と
進
ん
だ
。

実
際
に
会
場
で
牛
を
引
き
、

「
自
分
た
ち
だ
け
で
な
く
他
の

農
家
さ
ん
も
が
ん
ば
っ
て
い
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小林秀峰高校農業クラブ

　５年前の「第 11 回全国和牛能力共進会」で 2 区優等賞５席（全
国５位）を獲得した同クラブは、現在３年生４人と１年生２人で
活動中。先輩たちに続くべく、10 月に鹿児島県で開催される「第
12 回全国和牛能力共進会」の特別区「高校及び農業大学校の部」
で日本一を目指す。
　今回、宮崎県代表決定検査に出品する「ふくえ」と「まひろ」
の引き手を務める古

ふるかわ

川颯
そ う た

太さんと松
まつもと

元未
み み

美さんに話を聞いた。

全国和牛能力共進会「高校及び農業大学校の部」で
日本一を目指す

2

全
共
を
目
指
し
ク
ラ
ブ
再
始
動

部
員
６
人
で
奮
闘
中

73

Vol. 106
こばやしびと

KOBAYASHI 2022.7

上段：6 月 3 日の西諸代表牛決定検査の様子　中段：「引き運動」
では、声を掛けながら一緒に走り、子牛に適度な運動をさせるこ
とで、病気への抵抗を高め、体型を整える　下段㊨：美しい毛並
みにするために、シャンプーやブラッシングは欠かせない　下段
㊧：美しい立ち姿を見せるための「調教」。「牛の欠点を直そうと
自分たちががんばると、牛がそれに応えようと思ってがんばって
くれる。それがすごく嬉しい」と２人は話す

「
牛
を
見
る
目
が
つ
い
て
き
た
」

感
じ
る
確
か
な
成
長

仲
間
た
ち
と
団
結
し
て

日
本
一
を
目
指
す

「ふくえ」の引き手を務める古川さん㊧と、
「まひろ」の引き手を務める松元さん㊨

気
負
わ
ず
自
分
た
ち
ら
し
く

県
代
表
決
定
検
査
に
挑
む
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公
共
施
設

未
来

の

え
、
冷
暖
房
設
備
や
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
不
備
な
ど
、

時
代
と
と
も
に
、
多
様
化
し

て
い
る
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
て
い
な
い
施
設
も
あ

り
ま
す
。

　

市
営
住
宅
や
学
校
施
設

を
含
む
市
の
公
共
施
設
は
、

２
８
３
施
設
９
７
０
棟
あ

り
、
総
延
床
面
積
は
約
27
・

３
万
平
方
㍍
。
人
口
１
人
当

た
り
の
保
有
量
は
、
６
・
21

平
方
㍍
で
す
。
こ
れ
は
全
国

平
均
の
約
１
・
９
倍
。
つ
ま

り
、
小
林
市
が
保
有
し
て
い

る
公
共
施
設
は
、
そ
の
多
く

が
築
年
数
が
古
く
、
保
有
量

（
＝
総
延
床
面
積
）
も
全
国

平
均
を
大
き
く
上
回
る
と
い

う
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

市
の
公
共
施
設
を
こ
れ
ま

で
ど
お
り
の
大
き
さ
や
数
で

維
持
し
よ
う
と
す
る
と
、
利

用
時
の
安
全
性
や
、
機
能
性

を
確
保
す
る
た
め
に
建
て
替

え
、
大
規
模
な
改
修
な
ど
が

必
要
と
な
り
、
今
後
40
年
間

で
約
９
５
０
億
円
の
費
用
が

か
か
る
こ
と
が
試
算
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
を
単
純
に
年
平
均
に

す
る
と
、
1
年
あ
た
り
の
施

設
整
備
に
か
か
る
費
用
は

23
・
８
億
円
と
な
り
、
市
の

財
政
状
況
を
考
え
る
と
非
常

に
厳
し
い
額
と
な
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
今
後
人
口
減
少

（
図
２
参
照
）
や
、
社
会
保

障
費
が
増
加
す
る
こ
と
な
ど

も
予
測
さ
れ
る
た
め
、
公
共

施
設
の
維
持
管
理
に
充
て
る

財
源
確
保
は
、
今
後
更
に
厳

し
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
公
共

施
設
の
維
持
に
限
界
が
近
づ

く
状
況
下
で
、
公
共
施
設
の

管
理
に
対
す
る
考
え
方
を
大

き
く
変
え
て
い
く
必
要
性
が

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

高
度
経
済
成
長
期
の
昭
和

30
年
～
50
年
代
、
人
口
増
加

や
都
市
化
の
進
展
に
伴
い
、

全
国
の
自
治
体
で
公
共
施
設

や
イ
ン
フ
ラ
が
一
斉
に
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
小
林
市
に
お

い
て
も
同
様
で
、
公
共
施
設

の
半
数
以
上
が
、
築
30
年
を

経
過
。
今
後
、
施
設
の
老
朽

化
が
一
斉
に
進
み
、
建
て
替

え
や
大
規
模
な
改
修
を
必
要

と
す
る
時
期
が
集
中
し
て

や
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
築
年
数
の
古
い

施
設
で
は
、
老
朽
化
に
加

全
国
平
均
を
大
き
く
上

回
る
公
共
施
設
保
有
量

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の

維
持
管
理
は
難
し
い

　過去、急激な人口の増加に対応するため各地で一斉に建設さ
れた公共施設。老朽化や増大する維持管理費、変化していく利
用者ニーズに対応できないなど、これらは全国的な課題となっ
ています。今月号では、市の公共施設について現状と課題を探
り、これからの公共施設管理について考えます。

―
な
ぜ
、
今
、
複
合
型
新
体
育
館
構
想
な
の
か
？
―

　[ 特集 ]

図２ 図１

市
公
共
施
設
の
半
数
が

築
30
年
以
上
を
経
過

単純計算で１人あたり、年間４万５千円
の負担増が見込まれます

市民１人当たりの公共施設延べ床面積は、
6.21 平方㍍で全国平均の約 1.9 倍です。

　今ある公共施設をこれまでど
おり維持していくことは非常に
難しい状況です。
　市では、次の２つの方針をも
とに公共施設を適切に管理して
いきます。

１ ２

老朽化が進む公共施設 ( 写真は勤労青少年ホーム )

36.5 ㌫

16.1 ㌫29.9 ㌫

17.5 ㌫

保有施設（延床面積ベース）　築年数別割合

●問＝管財課　℡ 23‐0222

年齢３区分別人口の推移と将来推計

出典：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所 将来人口推計、小林市資料、宮崎県資料

全国平均を大きく上回る公共施設保有量

施設管理費用の推移予測

ここまでのまとめ

公共施設の多くが今後一斉
に更新・改修時期を迎える

全国平均を大きく上回る施
設保有量で財政を圧迫

人口減少と社会保障費の増
加で財源の確保が厳しい

１

２

３

！

今後 40 年
年間平均費用

過去３年
年間平均費用

約 1.9 倍

全国平均 小林市

築 40 年以上

築 30 年～ 40 年

施設の 52.6％が築 30 年以上

築 20 年～ 30 年

築 20 年未満
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33,888
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社人研による推計値
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2040 年にはピーク時 (1955
年　6.4 万人 ) の約半数 3.4 万
人まで減少する見込み

４億

6.21
平方㍍3.22

平方㍍

23.8
億

約 20 億円
  増

施設の長寿命化 施設の適正配置



6

縮
充

面
積
は
縮
小
さ
せ
つ
つ
も

充
実
し
た
機
能
を
持
た
せ
る

今
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

　これまで別々にあった機能を１つの建物にまとめる
ことを「複合化」といいます。

体育館 + 健康づくり + 子
育て支援 + 避難所の機能
を持った複合施設

＝

長寿命化の推進

③耐震化の実施

②安全確保の実施

「事後保全型」から「計画保全型」の管理へ

　

公
共
施
設
の
老
朽
化
や
、

人
口
減
少
、
社
会
ニ
ー
ズ
の

変
化
な
ど
、
多
様
な
課
題
を

抱
え
て
い
る
中
で
も
、
公
共

施
設
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
の
質
は
確
保
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

市
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況

を
踏
ま
え
、
公
共
施
設
を
計

画
的
に
保
全
し
、
よ
り
長
く

使
用
す
る
「
長
寿
命
化
」
の

推
進
と
、
複
合
化
・
集
約
化
・

統
合
・
転
用
・
廃
止
な
ど
に

よ
る
「
適
正
配
置
」
の
推
進

で
整
備
費
用
の
縮
減
を
図
る

方
針
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
そ
の
方
針
に
基
づ

き
新
し
い
公
共
施
設
整
備
の

形
と
し
て
、
健
康
づ
く
り
機

能
・
子
育
て
支
援
機
能
・
避

難
所
機
能
を
備
え
た
複
合
型

の
新
体
育
館
「
健
幸
の
ま
ち

づ
く
り
拠
点
施
設
」
の
建
設

を
計
画
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
築
48
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
が
進
む
市

民
体
育
館
の
整
備
に
合
わ
せ

て
、
近
い
将
来
に
老
朽
化
対

策
で
整
備
が
必
要
と
な
る
施

設
を
一
つ
の
施
設
と
し
て
同

時
に
更
新
す
る
「
複
合
化
」

の
手
法
を
使
う
こ
と
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
を
単
体
で
整

備
す
る
よ
り
も
費
用
の
縮
減

を
図
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

複
合
化
す
る
の
は
、
い
ず

れ
も
築
30
年
か
ら
80
年
程
度

経
過
し
た
「
市
民
体
育
館
」、

「
中
央
地
区
体
育
館
」、「
新

別
館
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）」、

「
み
ど
り
会
館
」、「
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
」。
こ
れ
ら
５

つ
は
そ
れ
ぞ
れ
に
使
用
目
的

が
違
う
施
設
で
す
。

　

使
用
目
的
の
異
な
る
施
設

を
複
合
化
し
、
一
つ
の
施
設

と
し
て
整
備
す
る
こ
と
で
、

５
施
設
の
総
延
床
面
積
が
整

備
前
よ
り
も
縮
小
さ
れ
、
整

備
費
用
が
縮
減
さ
れ
ま
す
。

　

加
え
て
、
多
機
能
で
幅
広

い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
設

と
な
り
、
利
用
率
が
向
上

し
、
幅
広
い
年
齢
層
の
新
た

な
活
動
や
交
流
機
会
の
創
出

に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
よ
う
に
施

設
の
規
模
は
縮
小
さ
せ
つ
つ

も
、
機
能
性
を
充
実
さ
せ
る

「
縮
充
」
を
積
極
的
に
図
っ

て
い
く
こ
と
を
基
本
に
、
将

来
の
負
担
を
軽
減
し
な
が
ら

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確
保

し
て
い
く
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
相
乗
効
果

を
生
む
施
設
の
複
合
化

縮
充
で
質
の
高
い
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て

複
合
型
体
育
館
の
整
備

で
経
費
を
縮
減

施
設
管
理
の
方
針
は

長
寿
命
化
と
適
正
配
置

現状に合った「施設の面積や機能」へ見直す

①点検・診断の実施

同じ利用目的
の複数の施設
を１か所の施
設に集約

利用されてい
ない施設、危
険施設を取り
壊す

小林市みどり会館　1935 年完成（築 87 年）

小林市市民体育館　1974 年完成（築 48 年）

中央地区体育館
1958 年完成（築 64 年）

勤労青少年ホーム
1973 年完成（築 49 年）

新別館 ( 保健センター ) 1991 年完成（築 31 年）

・機能集約で利便性向上
・施設量の圧縮でコスト減
・世代間交流の促進　など

複合化のメリット

基本方針２ 基本方針１

施設の適正配置

　これまでの老朽化が著しく進んでから膨大
な改修費用を投じていた「事後保全型」の管
理から、経年劣化で機能・性能の低下が進む
前に予防的に保全していく「計画保全型」の
管理に移行し、施設をより長く大切に使って
いく「長寿命化」を図ります。

複合化５
私たちの公共施設を長く大切に使っていくために１

計画保全の主な取り組み２

集約１ 廃止２

規模縮小３ 転用４

一部取り壊し
や建て替え時
には規模を縮
小する

利用度の低い
施設をニーズ
に合った利用
目的に変更し
て有効活用す
る

新体育館の方法

複合化

日頃から不具合・異変がないか、これまで
以上に継続して、小まめな点検を行います。

点検で明らかになった修繕箇所は早期に修
繕し、危険箇所では立入禁止などの処理を
行い安全確保を第一に応急処置をします。

「建築物耐震改修促進計画」に基づき耐震
診断、耐震改修を進めます。

新体育館建設予定地の総合運動公園周辺

公共施設は市民みんなの財産です。どのような施設、どのような
サービスが必要か、ご意見、ご感想をお待ちしております。

複合化して、総合
運動公園内に建設
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　近年、地球温暖化が原因と考えられる異常気象が多く
発生しています。『ゼロカーボンシティ』とは、2050 年
までに、地球温暖化の主な要因とされる二酸化炭素の排
出量実質ゼロを目指す自治体のことです。
　日常生活や経済活動などで排出される二酸化炭素を可
能な限り減らし、植林や科学技術などで二酸化炭素の吸
収量を増やすことで、大気中に放出する二酸化炭素を実
質ゼロにすることを目指します。

ゼロカーボンシティってなに？

　二酸化炭素は、主に石炭、石油、天然ガスなどの化石
燃料を燃やすことで発生します。
　経済活動だけでなく一般家庭でも、化石燃料由来（火
力発電など）の電気の使用、石油類（ガソリン、軽油、
灯油）の使用、ゴミ処理などの場面で二酸化炭素を排出
しています。
　私たちの生活も、地球温暖化の進行に関係しているの
です。

私たちとどんな関係があるの？

今以上の対策を
しなければ

未来は
こうなる！？

　さまざまな異常気象の原因と考
えられる地球温暖化。今以上の対
策をしなければ、21 世紀末の宮
崎では、例えばこんなことが起
こってしまうかもしれません。

猛暑日・熱帯夜が増加
　宮崎県の猛暑日・熱帯夜の日数は増加しており、
将来はさらに増加することが予想されます。
県内では 21 世紀末までに…

28約　 　日増加
猛暑日 最高気温が 35℃

以上の日熱帯夜 夜間の最低気温が
25℃以上の日

16約　 　日増加

私たちにできる取り組み

チェックリスト

　１人ができる取り組みの中でも、「ゼロカーボンシティこばやし」実現を目指してできることはたくさんあります。
下のチェックリストを活用して、一緒に多くの取り組みを行っていきましょう。

外出時は、必要に応じてマイ水筒、マイ箸を準備
する

住宅の新築・改修は高気密・高断熱化を意識して、
省エネで快適に過ごす

省エネ型家電に替える

ごみ削減・資源の有効活用のため、ごみの分別を
徹底する

リサイクル製品活用のため、再生素材を使用して
いる商品を選ぶ

自動車の運転は、状況に応じて余裕を持ったアク
セル、ブレーキを心掛ける

近所は徒歩か自転車で移動する

輸送時の CO2 排出を減らす地産地消を心がける

電灯を LED 照明に替える

再生可能エネルギーで発電された電気を使う

すぐ食べる食品は、賞味期限直前の食品を買う

買い物時は、マイバッグ、マイかごを持っていく

私たちも脱炭素に取り組んでいます

事業所の取り組み

　

主
な
事
業
と
し
て
、
鉄
・
非

鉄
（
銅
・
ア
ル
ミ
・
ス
テ
ン
レ

ス
）
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
加
工
や
古

紙
・
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ

ク
ル
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
に
は
、
企
業
活
動

で
生
じ
る
環
境
へ
の
影
響
を
持

続
的
に
改
善
す
る
こ
と
に
取
り

組
む
Ｉ
Ｓ
Ｏ
‐
１
４
０
０
１
認

証
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

鉄
な
ど
の
金
属
は
、
新
た
に

精
製
す
る
よ
り
も
ス
ク
ラ
ッ
プ

か
ら
精
製
す
る
方
が
Ｃ
Ｏ
２
の

排
出
量
を
削
減
す
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
鉄
・
非
鉄
の
ス
ク

ラ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
を
拡
大
す

る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
重
機

な
ど
の
燃
費
向
上
、
工
場
の
節

電
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
自

家
消
費
に
回
し
て
い
ま
す
。　

当
社
の
理
念
は
「
人
と
自
然
と

の
共
生
」
で
、
地
元
の
方
と
ホ

タ
ル
を
守
る
た
め
の
河
川
清
掃

な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
事
業
活
動
や
地
域
貢
献
活

動
を
通
じ
て
、
未
来
の
子
ど
も

た
ち
に
美
し
い
自
然
を
残
し
て

あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

未来のために、今できること

ゼロカーボンシティこばやし

０Carbon

一人ひとりにできること。まずはひとつやってみよう！ 小林市環境基本計画を改定します

市役所の取り組み

　市の環境行政の基本的な事項の方向性を示した「小
林市環境基本計画」が、令和５年度に改定になります。
　改定に当たり、ゼロカーボンシティへ向けた具体的
な取り組み内容についても計画に盛り込み、計画に基
づいて次年度以降の取り組みを推進していきます。

大雨が増加
　気温上昇で大気中の水蒸気が増え、大雨が増加。
雨が降らない日も増え、雨の降り方が極端になるこ
とで、災害のリスクが高まることが考えられます。

※令和４年３月宮崎地方気象台・福岡管区気象台「宮崎県の気候変動」より

短時間強雨の回数が約　　　倍に２.0
県内では 21 世紀末までに…

　６月 10 日の「６月小林市議会定例会」開
会日に、宮原市長が 2050 年までに二酸化炭
素の実質排出量ゼロを目指す「ゼロカーボンシ
ティこばやし」を宣言しました。
　将来の世代も安心して暮らせる持続可能な経
済社会をつくるため、私たち一人ひとりが今で
きることを考えてみましょう。
●問＝生活環境課　℡ 23-8122

株式会社ホシヤマ

さん大
お お ふ ち

渕 豊
ゆたか

取締役

美しい自然を未来の子どもたちへ

九州北清株式会社

さん前
ま え の

野 慶
け い た

太
専務取締役

　

九
州
北
清
株
式
会
社
で
は
、

廃
棄
物
の
焼
却
や
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

焼
却
に
使
用
し
て
い
る
溶
融

キ
ル
ン
炉
で
は
、
廃
棄
物
を
高

温
で
溶
融
し
て
ス
ラ
グ
（
特
殊

な
ガ
ラ
ス
状
の
粒
）
に
し
、
ブ

ロ
ッ
ク
や
路
床
材
の
原
料
に
再

利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
排

出
さ
れ
る
飛
灰
か
ら
銅
や
亜
鉛

な
ど
の
重
金
属
を
取
り
出
し
再

利
用
し
て
い
る
ほ
か
、
排
熱
も

煙
突
に
排
ガ
ス
を
引
き
込
む
誘

引
フ
ァ
ン
や
タ
ー
ビ
ン
で
の
発

電
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
工
場
の
屋
上
な
ど

の
太
陽
光
パ
ネ
ル
で
発
電
し
た

電
気
は
売
電
し
て
い
ま
す
が
、

い
ず
れ
は
自
家
消
費
し
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
シ
フ
ト
し

た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
は
、
よ
り
よ
い
活
用

方
法
を
見
出
せ
れ
ば
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
も
な
り
ま
す
。
廃
棄
物

を
資
源
と
捉
え
、
い
か
に
活
用

す
る
か
。
地
域
で
出
た
廃
棄
物

を
資
源
と
し
て
地
域
内
で
循
環

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

廃棄物を資源として有効活用

高温で廃棄物を溶かす
溶融キルン炉

金属のスクラップ加工で
CO2 削減に貢献



チーム代表の永
な が い

井貞
さ だ の ぶ

信さんは、「まずは初戦を突破することを目指したい」
と全国大会への意気込みを語りました

10

コスモスレディは１年間の任期で活動。イベントへの参加や SNS での情報
発信などを通じて、市の魅力を内外に発信していきます

中
な か し ま

島彩
あ や か

華さん、上
う え の

野晴
は る か

香さんが
第 36 代小林コスモスレディに就任
　５月 21 日、第 36 代小林コスモスレディに中島
彩華さんと上野晴香さんが就任しました。選任式
では、小林まちづくり株式会社の柊

ふ き ざ き

崎庄
し ょ う じ

二社長が
「観光振興の一翼を担ってほしい」と激励。中島
さんは「彩り豊かな小林の自然の素晴らしさを広
めたい」、上野さんは「私らしく、笑顔で小林を
ＰＲしていきたい」と意気込みを話していました。

３年ぶりに「ホタルまつり」開催
延べ７千人がホタルの舞楽しむ
　５月 27 日～ 29 日と６月３日～４日の５日間、

「出の山ホタル恋まつり」が開催されました。令
和２年度と３年度がコロナ禍の影響で中止になっ
たため、イベントの開催は３年ぶり。期間中は、
普段はホタル保護のため立ち入りを禁止している
水路沿いの遊歩道が解放され、来場者は乱舞する
ホタルを間近で鑑賞していました。

まつり当日は、市内外から延べ７千人以上が来場。多数のゲンジボタルが舞
う姿を鑑賞した来場者からは、歓声が上がっていました

須木ゲートボールチームが
「ねんりんピック」全国大会出場

　５月 15 日、宮崎市のサンスポーツランド高岡
で開催された「宮崎ねんりんピック 2022」ゲー
トボールの部で須木チームが第３位の成績を収
め、11 月に神奈川県で開催される全国大会への
出場が決定しました。須木地区の住民 10 人で構
成される同チームは、全国大会に向けて夏木公民
館横の運動広場で週２回の練習に励んでいます。
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Ｔopicsこばやし
トピックス

生きがい学級開級式・演芸大会を開催
　５月 19 日、文化会館
で生きがい学級合同開級
式と演芸大会が行われま
した。生きがい学級は、
高齢者が日々充実した生
活を送るための生涯学習の場として、定期的に講
座を開講。演芸大会では、小林・須木・野尻の各
学級生が踊りなどを披露し、親睦を深めました。

K‐１ファイターの寺
て ら だ

田匠
たくみ

さん
プロ５勝目を市長に報告
　６月９日、市出身の K‐１ファイターで、こば
やし PR 大使を務める寺田匠さんが、市長にプロ
５勝目を報告しました。試合は、５月 21 日に東
京都で開催。対戦相手にはプロデビュー前に一度
敗北しており、今回の試合でリベンジを果たしま
した。令和２年４月のプロデビュー後、現在５戦
５勝。今後ますますの活躍が期待されます。

寺田さんは、「このまま無敗を続けて最速でチャンピオンを目指します。応
援してくれる方々に、勝つことで恩返しをしたい」と話していました

　６月８日、市地域婦人
連絡協議会の上

う え は ら

原裕
ゆ う こ

子会
長と大

お お う ら

浦ノリ子
こ

副会長
が、父の日訪問として宮
原市長と中屋敷教育長に
花束を贈呈しました。県地域婦人連絡協議会が知
事に花束を贈呈したことをきっかけに、本市でも
平成 14 年から毎年続く取り組みとなっています。

心が明るくなる花束をどうぞ

ウクライナ支援の花を咲かせる
　５月 13 日、のじりば
ら愛好会（大

お お う ら

浦正
ま さ と

人会
長）が、ローズフェス
タ 2022 で得た収益の一
部を、ウクライナ人道
危機支援として日本赤十字社に寄付しました。大
浦会長は「わずかですが、ウクライナ難民の皆さ
んのお役に立てば幸いです」と話していました。

認知症の人と共に生きる地域づくり
　５月 23 日、三ケ野山
地区で、のじり地域包
括支援センター主催の

「e- 芋づくり」が開催さ
れました。これは、地
域住民や関係機関が協働して認知症の人を支援す
る取り組みの一環。今回は、栗須小・栗須保育園
の子ども達と芋の苗約 900 本を植えました。

世界的クラシックギタリストの
大
お お は ぎ

萩康
や す じ

司さんが市内中学校で講演
　５月 19 日、20 日に市出身のギタリストでこば
やしふるさと大使の大萩康司さんが、三松中と小
林中で講演会を行いました。大萩さんは、小林高
校卒業後に海外留学した自身の経験や、学生当時
演奏していた曲の演奏を交えながら、「疲れも忘
れるぐらい好きなもの、没頭できるものをそれぞ
れ見つけて欲しい」と生徒にエールを送りました。

小林中３年で吹奏楽部に所属する福
ふくどめ

留春
は る の

乃さんは「大萩さんのように、人に
感動を与えられるような演奏ができるようになりたい」と話していました

６月７日、小林高校で持続可能な開発目標（ＳＤ
Ｇｓ）について講演会が開かれ、講師に日本環境
設計㈱の岩

い わ も と

元美
み ち ひ こ

智彦会長が招かれました。同社は
先進的なリサイクル事業に取り組む企業。岩元さ
んは、携帯電話をリサイクルしオリンピックメダ
ルを作成した事例などを紹介し、循環型社会定着
のため１人ひとりの行動が重要だと話しました。

日本環境設計株式会社の岩元さん
小林高校で環境問題について講演

２年生の鸙野功大さんは「今後自分たちが社会を支える立場になる。循
環型社会の知識をつけ、次世代に託せるよう頑張りたい」と話しました
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６年生の後
ご と う

藤はるのさんは、「シェフの方々の説明を聞くことができてよかっ
たし、知らない野菜や食べ物もあって楽しかったです」と話していました

フレンチやイタリアンで世界旅行気分
地元産食材を使った食育教室を開催
　６月 13 日、TENAMU 交流スペースで食育教
室「食の世界旅行」が開催されました。小林産の
食材を使ったフレンチやイタリアンを食べて、郷
土愛を育んでもらおうと企画されたもので、南小
の６年生約 50 人が参加。食事の合間には、料理
を担当したシェフ３人が地元食材の魅力や、小林
にお店を出した経緯なども話しました。

吉都線利用しウオーキングイベント開催
　６月 12 日、小林ウオー
キングクラブ（小

こ ま え

前一
か ず よ し

良
会長）が、JR 吉都線を
利用したウオーキングを
開催しました。参加者約
60 人は、吉都線を使い小林駅からスタート地点の
広原駅、高原駅へ移動。当日は晴天にも恵まれ、
歩きながら道中の風景などを楽しんでいました。

Ｔopicsこばやし
トピックス

秀峰高校３年の北
き た の そ の

ノ薗亮
り ょ う が

魁さんは「様々な角度からの攻撃練習や常に前を狙
う姿勢など、勉強になることばかりでした」と話していました

国内トップレベルのハンドボール
選手が、県内高校生に技術指導
　６月 11 ～ 12 日、競技力向上を目的にした高校
生と指導者対象の講習会「第１回ヒュンメルクリ
ニック」が、県ハンドボール協会と用品メーカー

「ヒュンメル」主催で開催されました。講習会には
小林秀峰高校、小林高校の生徒含む約 70 人が参加。
講師は日本リーグ・ジークスター東京で活躍する
甲

か い

斐昭
あ き ひ と

人さん（小林工出身）らが招かれました。
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　６月３日、第 12 回全国和牛能力共進会西諸代表
決定検査（最終決戦）が小林地域家畜市場で行われ
ました。結果は、西諸の代表となる種牛の部５部門
17 頭のうち、５部門 13 頭が小林市から代表に選ば
れました。代表牛は８月２日（６区～８区）、６日（２
区～５区）に同会場で開催される宮崎県代表決定検
査に出場し、県代表の座を目指します。

Photo １、２西諸代表決定検査会場の様子
３新設された「農業高校の部」に出場する秀峰高校の生徒と牛
２

１

全国和牛能力共進会西諸代表決定
小林からは５部門 13 頭

西諸代表に決定した畜産農家と牛・敬称略
◆第 2 区（若雌の１）…脇

わ き や し き

屋敷誠
まこと

「ふみえ３」、
森
も り た

田 正
ま さ あ き

明「 ひ か る １ ２ ９ ０」、 森 田 正 明「 い り す
１８４」、森

も り た

田悠
ゆ う と

斗「やすこ」
◆第３区（若雌の２）…森

も り た

田直
な お や

也「ひかる１２７６」、
森田正明「ともえ４０５」
◆第４区（繁殖雌牛群）…谷

た に の き

之木輝
て る き

喜「まさふじ」、
牟

む た

田拓
た く や

哉「ふゆみ」
◆ 第 ６ 区（ 総 合 評 価 群 ） … 立

た て や ま

山 健
け ん じ

二「 ひ か る
１２８２」、森田悠斗「ふじ」、株式会社濱

は ま さ き

﨑畜
ち く さ ん

産「よし」
◆特別区（農業高校の部）…小林秀峰高校「まひろ」、
小林秀峰高校「ふくえ」

３

全国和牛能力共進会 日本一 への道
「和牛新時代　地域かがやく和牛力」

牛乳・乳製品消費拡大のＰＲ
　６月８日、父の日に

「牛乳」を贈ろうキャン
ペーンとして、ＪＡこ
ばやし酪農部会の赤

あ か ぎ

木
大
だ い す け

介副会長（写真㊨）
と温

ぬ く み ず

水優
ゆ う こ

子監事（写真㊧）が宮原市長を表敬訪問
しました。牛乳が手渡された後、酪農家の厳しい
現状や後継者問題などについて懇談をしました。

株式会社クリーン・アクア・ビバ
レッジが市に１００万円を寄付
　６月７日、ミネラルウォーターの販売を行う㈱
クリーン・アクア・ビバレッジ（本

ほ ん ぼ う

坊修
おさむ

代表取
締役会長）が市に１００万円を寄付しました。贈
呈式で本坊会長は「綺麗で美味しい小林の水が日
本全国で飲まれていることを嬉しく、そして誇り
に思います。寄付金が有効に使われ、市の発展に
役立つことを願っています。」と話しました。

㈱クリーン・アクア・ビバレッジからは 2015 年より寄付をいただいて
おり、今年で８回目。水源保護活動などに活用されています　

小林市プール情報！夏休みはプールを楽しもう !!
小林総合運動公園

　ウォータースライダーや児
童プールがある小林総合運動
公園内の屋外プールが開放さ
れます。●期間：７月 20 日
～８月 31 日●時間：10 時～
12 時、13 時～ 17 時●料金：
大人 419 円、小中高生 210 円、
未就学児105円●問：市営プー
ル（℡ 21‐0577）

のじりこぴあ
　湧水を利用したのじりこぴ
あのプール。大小2基のウォー
タースライダーも楽しめま
す。●期間：７月 23 日～８
月 31 日●時間：10 時～ 17 時
●料金：大人 500 円、小中学
生 300 円、幼児（3 歳以上）
200 円、見学 200 円●問：の
じりこぴあ（℡ 44‐3000）

すきむら河川プール

　本庄川の清流を利用した、
河川プール。大自然の中、水
遊びを楽しめます。●期間：
７月 23 日～８月 21 日まで●
時間：10 時～ 16 時●料金：
無料●注意：当日晴れていて
も、河川状況により中止の場
合があります。●問：須木庁
舎地域整備課（℡ 48‐3131）

お 出 か け 情 報行 っ て み よ う ! や っ て み よ う !
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◆
区
分
・
採
用
予
定
人
数
・
要
件

　

い
ず
れ
の
区
分
も
性
別
は
問
い

ま
せ
ん
が
、
身
体
条
件
、
住
所
要

件
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
試
験
方
法
・
日
時
な
ど

▼
第
１
次
試
験

　

教
養
試
験
、
適
性
検
査

・
日
時　

９
月
18
日
（
日
曜
）

・
受
付　

８
時
15
分
～
８
時
45
分

・
試
験
時
間　

９
時
～
12
時
30
分

・
場
所

　

西
諸
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

本
部

▼
第
２
次
試
験

　

作
文
試
験
、
個
別
面
接
試
験
、

体
力
試
験

・
日
程　

10
月
下
旬
（
予
定
）

◆
受
付
期
間
（
祝
日
除
く
）

　

８
月
１
日
（
月
曜
）

　
　

～
８
月
19
日
（
金
曜
）

◆
受
験
申
込
書
の
交
付
場
所

　

西
諸
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務

局
（
消
防
本
部
内
）、
中
央
消
防

署
、
え
び
の
消
防
署
、
高
原
分
遣

所
、
野
尻
分
遣
所
、
須
木
分
遣
所

※
郵
送
で
の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん

◆
申
込
方
法

　

西
諸
広
域
行
政
事
務
組
合
に
直

接
提
出
す
る
か
、
郵
送
で
提
出
く

だ
さ
い
。

※
「
書
留
郵
便
」
は
８
月
19
日
当

　

日
消
印
が
あ
る
も
の
ま
で
有
効

◆
そ
の
他

　

詳
細
は
、
西
諸
広
域
行
政
事
務

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ

さ
い
。

●
申
・
問

・
西
諸
広
域
行
政
事
務
組
合

〒
８
８
６
‐
０
０
０
７

　

小
林
市
真
方
４
９
３

　

℡
22
‐
５
５
２
６

◆
要
件

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

※
32
歳
の
者
は
、
採
用
予
定
月
の

　

末
日
現
在
、
33
歳
に
達
し
て
い

　

な
い
者

◆
受
付
期
間

　

７
月
１
日
（
金
曜
）

　
　

～
９
月
５
日
（
月
曜
）

◆
試
験
日
予
定
（
予
定
）

　

９
月
17
日
（
土
曜
）

◆
場
所　

受
付
時
に
通
知
し
ま
す

◆
要
件

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

※
32
歳
の
者
は
、
採
用
予
定
月
の

　

１
日
か
ら
起
算
し
て
３
月
に
達

　

す
る
日
の
翌
月
の
末
日
現
在
、

　

33
歳
に
達
し
て
い
な
い
者

◆
受
付
期
間

　

９
月
５
日
（
月
曜
）
ま
で

※
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す

◆
試
験
日

▼
筆
記
試
験

　

９
月
17
日
（
土
曜
）

※
９
月
12
日（
月
曜
）～
15
日（
木

　

曜
）
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験

▼
口
述
試
験
な
ど
（
予
定
）

　

９
月
22
日（
木
曜
）～
29
日（
木

曜
）
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

※
12
月
、
１
月
、
２
月
に
も
試
験

　

予
定
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験
含
む
）

◆
場
所　

受
付
時
に
通
知
し
ま
す

●
申
・
問

・
自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部

小
林
地
域
事
務
所
（
小
林
法
務
合

同
庁
舎
２
階
）

　

℡
22
‐
５
２
５
４

　

地
域
の
防
災
力
向
上
を
目
的

に
、
地
域
の
防
災
活
動
の
中
核
と

な
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
防

災
士
養
成
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

７
月
31
日
（
日
曜
）

　

９
時
30
分
～
17
時
15
分

　

※
９
時
受
付
開
始

◆
場
所

　

え
び
の
市
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
対
象

・
県
内
に
在
住
在
勤
で
、
全
て
の

講
座
に
出
席
可
能
な
人

・
研
修
の
目
的
を
理
解
で
き
る
人

・
日
頃
か
ら
防
災
に
関
わ
っ
て
い

る
人
や
、
地
域
の
防
災
活
動
に
貢

献
す
る
意
志
や
意
欲
が
あ
る
人

◆
費
用　

無
料

※
資
格
取
得
に
は
、
防
災
士
資
格

　

取
得
試
験
受
験
料
３
千
円
、
認

　

証
登
録
料
５
千
円
が
必
要
で
す

◆
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
、
郵

送
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や

　

研
修
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

◆
申
込
締
切　

7
月
21
日（
木
曜
）

●
申
・
問

・
宮
崎
県
防
災
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

〒
８
８
０
‐
０
８
０
５

宮
崎
市
橘
通
東
３
丁
目
１
番
11
号

ア
ゲ
イ
ン
ビ
ル
２
階

　

℡
０
９
８
５
‐
55
‐
０
４
４
７

　
　

０
９
８
５
‐
55
‐
０
４
６
７

　
　

kenbousaishi-nw

　
　

@
cronos.ocn.ne.jp

募　

集

西
諸
広
域
行
政
事
務

組
合
職
員
採
用
試
験

一
般
曹
候
補
生

自
衛
官
候
補
生

令
和
４
年
度

自
衛
官
等
募
集

宮
崎
県
防
災
士
養
成

研
修
（
基
礎
コ
ー
ス
）

　綾北川上流にある田代八重発電所や綾第一発
電所、岩瀬川にある岩瀬川発電所や猿瀬発電所
では、発電の出力変動に伴い、発電所から河川
に放流される水量が増減します。
　河川下流では、天候に関わらず水量や水位が
急変する場合があるため、水位の変化に気をつ
けましょう。

発電所の下流では水位変化に注意！

●問＝県工務管理課　℡ 0985‐26‐9769

Mail FAX

要　件採用予定区　分

消防吏員
Ａ

消防吏員
Ｂ

平成 10 年４月２日～平成 13 年
４月１日までに生まれた人
※学歴は問いません
※第一次試験は大学卒業程度で実施します

平成 13 年４月２日～平成 17 年
４月１日までに生まれた人
※学歴は問いません
※第一次試験は高校卒業程度で実施します

１名程度
※募集は２区分で行
いますが、採用はあ
わせて１名程度です

　

男
女
共
同
参
画
計
画
の
策
定
や

変
更
、
市
の
男
女
共
同
参
画
の
推

進
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

調
査
・
審
議
す
る
「
小
林
市
男
女

共
同
参
画
審
議
会
」
の
公
募
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

◆
任
期

　

委
嘱
の
日
（
令
和
４
年
10
月
17

日
予
定
）
か
ら
２
年

◆
募
集
人
数

　

２
人
程
度

◆
応
募
条
件

　

市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
で
、

男
女
共
同
参
画
に
関
心
の
あ
る
人

◆
応
募
方
法

　

申
込
書
を
郵
送
す
る
か
、
直
接

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
書
配
布
場
所

　

市
民
課
、
須
木
・
野
尻
庁
舎
地

域
振
興
課
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

◆
申
込
締
切

　

８
月
１
日
（
月
曜
）
必
着

●
申
・
問

・
市
民
課
人
権
グ
ル
ー
プ

〒
８
８
６
‐
８
５
０
１

　

小
林
市
細
野
３
０
０
番
地

　

℡
23
‐
１
１
４
１　
　
　

　

身
近
に
あ
る
石
に
好
き
な
絵
を

描
い
て
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時

　

８
月
１
日（
月
曜
）、２
日（
火
曜
）

　

10
時
～
12
時

◆
場
所

　

野
尻
庁
舎
２
階
大
会
議
室

◆
定
員　

12
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
費
用

　

参
加
無
料
、
材
料
費
５
０
０
円

◆
申
込
締
切　

７
月
19
日（
火
曜
）

　

日
程
が
変
更
に
な
っ
た
た
め
、

追
加
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時　

7
月
25
日
（
月
曜
）

　

13
時
～
15
時
30
分

◆
場
所

　

野
尻
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
定
員　

若
干
名

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
費
用

　

参
加
無
料
、
材
料
費
3
千
円

◆
申
込
締
切　

７
月
15
日（
金
曜
）

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

◆
申
込
方
法

　

窓
口
で
直
接
申
込
む
か
、
電
話

で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申 

・ 

問

・
教
育
部
野
尻
分
室

　

℡
44
‐
１
１
０
０

　

基
礎
か
ら
詳
し
く
教
え
ま
す
。

ル
ー
ル
が
分
か
る
と
楽
し
く
な
り

ま
す
。

◆
日
時
（
全
７
回
、
毎
週
木
曜
）

　

８
月
25
日
～
10
月
６
日

　

10
時
～
12
時

◆
場
所

　

須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費　

５
０
０
円

◆
定
員　

10
人

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

◆
申
込
締
切　

８
月
10
日（
水
曜
）

●
申
・
問

・
教
育
部
須
木
分
室

　

℡
48
‐
２
２
６
６
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講
座
・
催
し

講
座
受
講
生
募
集

の
じ
り
生
涯
学
習
講
座

ス
ト
ー
ン
ペ
イ
ン
ト
講
座

ミ
ネ
ラ
ル
た
っ
ぷ
り
味
噌
作
り

教
室
＆
腸
活
講
座

共
通
事
項

小
林
市
男
女
共
同
参
画

審
議
会
委
員
募
集

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ

囲
碁
入
門
講
座

講
座
受
講
生
募
集

須
木
生
涯
学
習
講
座

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
の
経
済
回
復
に
向
け
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
が
約

２
年
半
続
い
て
い
る
状
況
で
あ

り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
に
よ
り
、
感
染
が
抑
え

ら
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
き
ま
し
て
、
医
師
会
、

関
係
機
関
の
ご
協
力
で
順
調
に

推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お

い
て
当
面
の
間
は
、
感
染
防
止

対
策
を
図
り
な
が
ら
、
疲
弊
し

た
経
済
の
再
生
と
賑
わ
い
の
復

興
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
初
夏
の
風
物
詩｢

出

の
山
ホ
タ
ル
恋
ま
つ
り｣

が
３

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
賑
わ
っ

て
お
り
ま
し
た
。
今
後
も
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
感
染
防
止

対
策
を
図
り
な
が
ら
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

一
方
、
不
安
定
な
世
界
情
勢

な
ど
に
よ
る
物
価
高
騰
が
市
民

生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
本
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
で
は
、
施
設
園
芸
を

中
心
に
生
産
費
や
肥
料
が
高
騰

し
、
子
牛
価
格
が
低
迷
し
て
お

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、｢

時
勢
に

対
応
し
た
経
済
対
策
と
新
型
コ

ロ
ナ
へ
の
対
応｣｢

健
幸
の
ま

ち
づ
く
り
の
推
進｣｢

地
方
創

生
の
推
進｣

の
３
つ
を
重
点
施

策
と
し
た
補
正
予
算
を
議
会
に

提
案
し
ま
し
た
。

　

議
決
を
い
た
だ
い
た
後
は
、

速
や
か
に
施
策
に
取
り
組
み
ま

す
の
で
、
将
来
を
見
据
え
た
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Volume.21



　

子
ど
も
の
た
め
の
実
験
秘
密
基

地
「
テ
ナ
ム
ラ
ボ
」。
今
回
は
光

の
ふ
し
ぎ
を
学
ん
で
、
探
偵
グ
ッ

ズ
「
潜
望
鏡
」
を
製
作
し
ま
す
。

◆
日
時　

７
月
23
日
（
土
曜
）

　

14
時
～
14
時
30
分

◆
場
所　

　

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｕ
交
流
ス
ペ
ー
ス

◆
対
象　

小
学
生

◆
定
員　

５
人

◆
費
用　

無
料

◆
申
込
方
法

　

窓
口
で
直
接
申
込
む
か
、
電
話

で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
・
問

・
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｕ
交
流
ス
ペ
ー
ス

　

℡
22
‐
１
０
７
６

　

新
し
い
学
び
の
場
「
テ
ナ
ム
の

学
校
」。
野
尻
町
の
「
薬
草
・
ハ
ー

ブ
活
用
推
進
会
議
」
か
ら
講
師
を

迎
え
、ハ
ー
ブ
の
効
能
や
活
用
法
・

栽
培
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

ハ
ー
ブ
を
知
り
尽
く
し
て
、
身
も

心
も
美
し
く
な
り
ま
せ
ん
か
？

◆
日
時

　

７
月
16
日
（
土
曜
）、
８
月
20

日
（
土
曜
）

　

14
時
～
15
時
30
分

◆
講
師

　

薬
草
・
ハ
ー
ブ
活
用
推
進
会
議

◆
場
所

▼
７
月
16
日

　

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｕ
交
流
ス
ペ
ー
ス

▼
８
月
20
日

　

薬
草
・
地
域
作
物
セ
ン
タ
ー

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

◆
定
員　

14
人

◆
費
用　

５
０
０
円

※
各
回
別
途
材
料
費
が
必
要

◆
申
込
方
法

　

窓
口
で
直
接
申
込
む
か
、
電
話

で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
・
問　

・
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｕ
交
流
ス
ペ
ー
ス

　

℡
22
‐
１
０
７
６

　
「
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金
」
を
受
給
し
て

い
な
い
世
帯
で
、
令
和
４
年
度
住

民
税
が
新
た
に
非
課
税
と
な
っ
た

世
帯
に
確
認
書
を
送
付
し
ま
す
。

発
送
日
は
７
月
上
旬
か
ら
中
旬
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
注
意
事
項

　

未
申
告
者
が
い
る
世
帯
は
、「
世

帯
全
員
の
令
和
４
年
度
住
民
税

（
均
等
割
）
が
非
課
税
で
あ
る
こ

と
」
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、
確

認
書
が
送
付
で
き
ま
せ
ん
。
未
申

告
者
は
、
早
急
に
申
告
を
行
い
、

申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
実
施
医
療
機

関
に
小
林
市
立
病
院
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。
受
診
希
望
の
人
は
、
直

接
市
立
病
院
へ
予
約
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　

20
歳
以
上
の
女
性
で
、
年
度
内

の
年
齢
が
偶
数
の
人
。

※
５
月
に
対
象
者
へ
送
付
済
み
の

　

ピ
ン
ク
券
の
子
宮
頸
が
ん
検
診

　

欄
に
、
○
が
つ
い
て
い
る
人

◆
実
施
期
間

　

６
月
１
日
（
水
曜
）

　

～
令
和
５
年
１
月
31
日（
火
曜
）

◆
予
約
方
法

　

市
立
病
院
で
の
検
診
を
希
望
す

る
人
は
、
直
接
電
話
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

●
問
・
健
康
推
進
課

　

℡
23
‐
０
３
２
３

　

保
健
福
祉
推
進
な
ど
を
目
的
と

し
た
地
域
福
祉
活
動
を
行
っ
て
い

る
団
体
に
、「
小
林
市
愛
の
ふ
る

さ
と
福
祉
基
金
」
か
ら
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者

・
社
会
福
祉
法
人

・
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
民
間
団
体

◆
助
成
額

　

提
出
さ
れ
た
事
業
計
画
内
容
に

基
づ
き
、
運
用
委
員
会
で
協
議
し

て
決
定
し
ま
す
。

◆
申
請
方
法

　

福
祉
課
窓
口
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
配
布
す
る
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送

で
提
出
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切

　

８
月
12
日
（
金
曜
）
必
着

●
申
・
問
・
福
祉
課

〒
８
８
６
‐
８
５
０
１

　

小
林
市
細
野
３
０
０
番
地

　

℡
23
‐
０
１
１
１

  

サマージャンボ宝くじ
　この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよい
まちづくりに使われます。

●問＝財政課　℡ 23‐1114

今年は１等・前後賞合わせて７億円。
◆１等　　　５億円× 24 本
◆前後賞各　１億円× 48 本
※当せん本数は発売総額 720 億円・24 ユニットの場合

同時発売のサマージャンボミニは１等 3 千万円。
◆１等　　３千万円× 28 本
※当せん本数は発売総額 210 億円・7 ユニットの場合

◆販売価格　各１枚 300 円
◆発売期間　７月 5 日（火曜）～８月５日（金曜）
◆その他　　市役所での販売取扱いはありません

サマージャンボミニ

サマージャンボ宝くじ

「
光
の
不
思
議
を
学
ん
で

探
偵
グ
ッ
ズ
を
作
ろ
う
！
」

参
加
者
募
集

テ
ナ
ム
ラ
ボ

「
ハ
ー
ブ
学
科
」

参
加
者
募
集

テ
ナ
ム
の
学
校

保
健
・
福
祉

住
民
税
非
課
税
世
帯
等

へ
の
臨
時
特
別
給
金

子
宮
頸
が
ん
検
診

実
施
医
療
機
関
の
追
加

2022 年　７　月１日号

16【ご注意ください！】新型コロナウイルス感染症の状況によって、　　記載の催しなどが中止・延期の場合があります。詳しくは各問合せ先に確認ください。

地
域
保
健
福
祉
活
動
に

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

　

手
話
の
他
に
聴
覚
障
が
い
の
あ

る
人
に
情
報
を
伝
え
る
手
段
が
あ

る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。
講
座

で
は
、
パ
ソ
コ
ン
実
技
や
日
本
語

の
勉
強
を
通
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
要

約
筆
記
の
仕
方
を
学
び
ま
す
。
開

講
前
に
は
体
験
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
と
は

　

講
演
会
な
ど
の
場
で
聴
覚
障
が

い
の
あ
る
人
に
文
字
で
簡
潔
に
情

報
を
伝
え
る
手
段
で
す
。

◆
開
催
日
時

　

７
月
31
日
（
日
曜
）

　
　

～
令
和
５
年
３
月

▼
毎
月
第
１
・
第
３
金
曜

　

19
時
～
21
時

▼
毎
月
第
２
日
曜

　

10
時
～
15
時

※
金
曜
の
み
、
日
曜
の
み
の
参
加

　

も
で
き
ま
す

◆
開
講
日　

７
月
31
日
（
日
曜
）

　

10
時
～
15
時　

◆
場
所

　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
別
館

◆
受
講
資
格

　

市
内
に
住
む
高
校
生
以
上
で
、

パ
ソ
コ
ン
の
タ
イ
ピ
ン
グ
入
力
が

で
き
る
人

◆
受
講
料　

無
料

◆
体
験
会
日
時
・
場
所

　

７
月
16
日
（
土
曜
）

　

13
時
～
15
時

　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
別
館 

※
参
加
希
望
の
人
は
、
７
月
13
日

　
（
水
曜
）
ま
で
に
連
絡
く
だ
さ
い

●
申
・
問
・
福
祉
課

℡
23
‐
０
１
１
１

　
　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
な
ど
で
作
ら
れ
た
製
品
を
展

示
・
販
売
し
、
障
が
い
に
つ
い
て

の
理
解
促
進
を
図
る
た
め
、
福
祉

し
ょ
っ
ぷ
を
開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

◆
日
時

　

７
月
21
日
（
木
曜
） 

　

10
時
～
13
時 

※
商
品
が
売
り
切
れ
次
第
終
了 

◆
場
所

　

市
役
所
本
館
１
階
多
目
的
ス

ペ
ー
ス  

◆
展
示
・
販
売
商
品 

　

ク
ッ
キ
ー
、
ぱ
ん
、
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
、
季
節
の
野
菜
・
果
物
、
加
工

食
品
、
手
工
芸
品
、
木
工
品
な
ど

●
問
・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

　

み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
／
サ
ポ
ス
テ
プ
ラ
ス

で
は
、
こ
れ
か
ら
就
職
を
し
よ
う

と
す
る
人
の
悩
み
や
不
安
に
関
す

る
個
別
相
談
、
適
職
診
断
、
職
場

体
験
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
の
ペ
ー
ス
に
あ
わ
せ
た

支
援
で
就
労
へ
と
導
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。
小
林

市
へ
の
出
張
相
談
は
、
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象

　

就
職
を
目
指
す
15
歳
～
49
歳
の

無
業
の
方
と
そ
の
家
族

◆
会
場　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
林　

２
階
相
談
室

◆
相
談
日

　

８
月
18
日
（
木
曜
）、
10
月
20

日
（
木
曜
）、12
月
15
日
（
木
曜
）、

２
月
16
日
（
木
曜
）

　

10
時
30
分
～
16
時
30
分

　

※
１
人
約
50
分
の
予
約
制

※
サ
テ
ラ
イ
ト
都
城
へ
の
直
接
の

　

来
所
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

※
平
日
９
時
～
16
時

◆
そ
の
他

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
す
。

●
問

・
み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
／
サ
ポ
ス
テ
プ
ラ
ス

サ
テ
ラ
イ
ト
都
城

　

都
城
市
東
町
４
街
区
30
号

　

℡
０
９
８
６
‐
36
‐
６
５
１
０

　

10
月
１
日
か
ら
一
定
以
上
の
所

得
が
あ
る
人
の
医
療
費
窓
口
負
担

２
割
に
な
る
こ
と
に
あ
わ
せ
て
、

全
員
に
新
し
い
被
保
険
者
証
を
７

月
と
９
月
の
2
回
発
送
し
ま
す
。

詳
細
は
、
１
回
目
の
郵
送
時
に
同

封
す
る
チ
ラ
シ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

を
持
っ
て
い
る
人

◆
発
送
時
期

▼
７
月
発
送
予
定

　

有
効
期
限
が
８
月
１
日
～
９
月

30
日
の
被
保
険
者
証

▼
９
月
発
送
予
定

　

有
効
期
限
が
10
月
１
日
～
翌
年

７
月
31
日
の
被
保
険
者
証

●
申
・
問
・
ほ
け
ん
課

　

℡
23
‐
０
１
１
６

・
須
木
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
48
‐
３
１
３
２

・
野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
44
‐
１
１
０
０

パ
ソ
コ
ン
ノ
ー
ト

テ
イ
カ
ー
養
成
講
座

案　

内

働
き
た
い
ア
ナ
タ
の
た
め
の

就
職
サ
ポ
ー
ト
窓
口

第
44
回
福
祉
し
ょ
っ
ぷ

Ｅ
ｍ
ｉ
‐
Ａ
ｓ
ｕ

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ
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第 26 回参議院議員通常選挙
◆投票日時
７月 10 日（日曜）　７時～ 18 時
◆投票所
入場券に記載された投票所での投票になります
◆期日前投票の期間・場所・時間
６月 23 日（木曜）～７月９日（土曜）

◆選挙公報
全戸配布のほか、市役所・出張所に備え置きます

▼市役所本庁舎・野尻庁舎
８時 30 分～ 20 時
▼須木庁舎　８時 30 分～ 18 時
▼西小林出張所
７月８日、９日（２日間）　９時～ 17 時

●問＝選挙管理委員会事務局　℡23-1143

◆投票所の変更
投票区 変更前 変更後

第２投票区 みどり会館
小林小学校
（体育館）

※入場券に記載されますので、確認ください

後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
証
に
つ
い
て



　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

で
、住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、

医
療
機
関
で
療
養
（
入
院
・
外
来
）

を
受
け
る
際
に
減
額
認
定
証
を
提

示
す
る
と
、
自
己
負
担
限
度
額
の

適
用
と
入
院
時
の
食
事
代
が
減
額

さ
れ
ま
す
。
減
額
認
定
証
が
必
要

な
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

※
減
額
認
定
証
を
持
っ
て
い
て
、

　

令
和
４
年
度
も
引
き
続
き
住
民

　

税
非
課
税
世
帯
の
人
は
申
請
不

　

要
で
す
。
７
月
中
旬
以
降
に
、

　

保
険
証
と
は
別
に
新
し
い
減
額

　

認
定
証
を
郵
送
し
ま
す

◆
申
請
期
間

　

随
時
（
申
請
し
た
月
の
初
日
か

ら
適
用
と
な
り
ま
す
）

◆
申
請
場
所

　

ほ
け
ん
課
、
須
木
・
野
尻
庁
舎

住
民
生
活
課

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

・
認
定
証
が
必
要
な
人
の
保
険
証
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の

・
手
続
き
に
く
る
人
の
本
人
確
認

書
類

※
運
転
免
許
証
な
ど
顔
写
真
が
付

　

い
た
も
の
は
１
点
、
保
険
証
な

　

ど
顔
写
真
が
付
い
て
い
な
い
も

　

の
は
２
点
必
要
で
す

◆
そ
の
他

　

減
額
認
定
証
の
適
用
区
分
欄
に

「
区
分
Ⅱ
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る

人
で
、
過
去
12
か
月
の
区
分
Ⅱ
に

該
当
す
る
期
間
の
う
ち
90
日
を
越

え
る
入
院
が
あ
る
人
は
、
再
度
申

請
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
食
事
代

が
減
額
さ
れ
ま
す
。
医
療
機
関
が

発
行
し
た
入
院
日
数
が
確
認
で
き

る
書
類
が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
・
問

・
ほ
け
ん
課

　

℡
23
‐
０
１
１
６

・
須
木
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
48
‐
３
１
３
２

・
野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
44
‐
１
１
０
０

　

身
近
な
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
話

し
合
い
で
解
決
を
目
指
す
調
停
制

度
の
普
及
な
ど
を
目
的
に
、
民
事

調
停
委
員
・
家
事
調
停
委
員
に
よ

る
調
停
制
度
の
利
用
手
続
き
に
関

す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

７
月
24
日
（
日
曜
）

　

10
時
～
15
時

◆
場
所

　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

◆
相
談
内
容

　

お
金
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、 

交

通
事
故
や
土
地
建
物
の
ト
ラ
ブ

ル
、
遺
産
相
続
や
夫
婦
間
親
族
間

の
も
め
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
、 

裁

判
所
の
調
停
を
利
用
す
る
手
続
き

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
注
意
事
項

　

既
に
訴
訟
、
調
停
に
な
っ
て
い

る
事
件
の
相
談
に
は
応
じ
ら
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
当
相
談
会
で
直
接

紛
争
解
決
を
図
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●
問

・
都
城
地
区
調
停
協
会

　

℡
０
９
８
６
‐
23
‐
４
１
３
１

　

小
林
市
地
産
地
消
推
進
協
議
会

で
は
、
食
育
・
地
産
地
消
を
推
進

す
る
目
的
で
、
料
理
教
室
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
消
費
す
る
市
内
産
農

畜
産
物
の
食
材
費
を
補
助
し
て
い

ま
す
。　

◆
対
象

　

令
和
５
年
３
月
ま
で
に
実
施
さ

れ
る
イ
ベ
ン
ト

◆
申
請
期
間

　

実
施
イ
ベ
ン
ト
の
10
日
前
ま
で

◆
申
請
先　

農
業
振
興
課

◆
申
請
条
件

・
参
加
者
が
10
人
以
上
の
イ
ベ
ン

ト
が
対
象

・
食
材
は
原
則
と
し
て
市
内
で
生

産
さ
れ
て
い
る
も
の
が
対
象

・
個
人
宅
で
の
開
催
は
対
象
外

▼
補
助
額

　

１
人
当
た
り
の
食
材
費
補
助
額

は
７
０
０
円
を
上
限
、
補
助
額
合

計
の
上
限
は
３
万
円

◆
そ
の
他

　

レ
シ
ー
ト
や
写
真
の
提
出
な
ど

が
必
要
で
す
。
詳
し
い
内
容
・
手

順
に
つ
い
て
は
、
農
業
振
興
課
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問

・
農
業
振
興
課

　

℡
23
‐
０
３
０
０

後
期
高
齢
者
医
療
の

減
額
認
定
証
に
つ
い
て

2022 年　７　月１日号

民
事
調
停
委
員
・
家
事

調
停
委
員
に
よ
る

無
料
調
停
手
続
相
談
会

18【ご注意ください！】新型コロナウイルス感染症の状況によって、　　記載の催しなどが中止・延期の場合があります。詳しくは各問合せ先に確認ください。

食
育
・
地
産
地
消
活
動
に

食
材
費
を
補
助
し
ま
す

令和５年二
は た ち

十歳を祝うつどい
　成人式について、令和５年から名称を変更し、「二十歳を祝うつどい」
として開催します。民法改正で成年年齢が 18 歳に引き下げられました
が、令和 5 年以降も 20 歳を対象に開催します。

●問＝社会教育課　℡22-7912

◆日程　令和5年1月5日（木曜） ◆場所　文化会館大ホール
◆対象者
平成 14 年 4 月 2 日から平成 15 年 4 月 1 日に生まれた人（学年単位）
で、参加を希望する人
※ 10 月下旬ごろ案内状を送付します
※感染症の状況により、延期・中止する場合があります

◆活動日程（予定）
令和 4 年 8 月から毎月 2 回程度
※オンライン会議の場合もあり
◆募集条件
平 成 14 年 4 月 2 日 ～ 平 成 15
年 4 月 1 日生まれの市内に住民
登録のある人で、式典当日・前日
の活動に参加できる人

◆申込方法
住所、氏名、生年月日、連絡先
を明記し、メール（k_shakai@
city.kobayashi.lg.jp）へ申込み
ください。

◆活動内容
式典の企画、運営、当日の司会進
行など

実行委員を募集します
火災・救急発生状況

種別

－１建物 ０ ６

±０林野 ０ ３

　＋１車両 ０ １

　－６その他 １ ４

救急 179 833 ＋ 52

昨年累計５月

交通事故発生状況

人身

物損

死者

負傷者

全国死者

13 61

76 331

1 4

14 54

966 （昨年同月比　－ 30）

－ 18

＋ 58

－ 24

＋ 4

種別 昨年累計５月

人のうごき（小林市の人口）

19,152 世帯

人口
男

女

42,662 人
19,880 人

22,782 人

（49、－ 40）

（27、－ 578）
（－ 10、－ 287）

（37、－ 291）

令和４年 6 月１日現在現住人口　　　　　　　（前月比、前年同月比）
現住人口：国勢調査人口（実際に居住している人口）を元に、その後の
転入・転出、出生・死亡などを増減して算出する人口。
※令和２年 10 月１日に公表された「令和２年国勢調査確報値」を反映

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ
　

市
内
の
児
童
用
プ
ー
ル
を
開
設

し
ま
す
。悪
天
時
と
そ
の
前
後
は
、

安
全
上
臨
時
閉
鎖
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
児
童

３
歳
以
上
小
学
生
以
下

※
未
就
学
児
は
、
保
護
者
の
同
伴

　

を
お
願
い
し
ま
す

◆
開
設
場
所

・
緑
ヶ
丘
児
童
用
プ
ー
ル

・
細
野
児
童
用
プ
ー
ル

・
新
竹
児
童
用
プ
ー
ル

◆
開
設
期
間

　

７
月
22
日
（
金
曜
）

　
　

～
８
月
24
日
（
水
曜
）

※
毎
週
金
曜
日
は
プ
ー
ル
清
掃
の

　

た
め
お
休
み
で
す
。
７
月
22
日

　
（
金
曜
）
は
開
設
し
ま
す

◆
開
設
時
間

▼
午
前　

10
時
～
12
時

▼
午
後　

13
時
～
16
時

◆
そ
の
他

　

利
用
の
際
は
緊
急
時
に
備
え
、

利
用
者
名
、
生
年
月
日
、
血
液
型
、

保
護
者
名
、
住
所
、
緊
急
連
絡
先

が
分
か
る
も
の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

●
問
・
子
育
て
支
援
課

　

℡
23
‐
１
２
７
８

児
童
用
プ
ー
ル
を

開
設
し
ま
す
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　新型コロナワクチン接種に関する情報（６月 22 日現在）
　現在、新型コロナウイルスワクチンの３回目接種を完了した人に 4 回目接種用の接種券を発送して
います。現段階で国が示すワクチンの接種期間は、令和４年９月 30 日までになっています。1 ～ 3
回目の接種を希望している人も、この機会に早めの接種をご検討ください。

４回目接種について

基礎疾患などのある人への接種券発送

申請が必要です。市ホームページ（QR コード）や保健
センター、市内医療機関にある申請書を健康推進課に提
出ください。受付後、３回目接種完了から
５カ月経過を目途に接種券を発送します。

●問＝健康推進課 ℡ 23‐0323

●問＝新型コロナウイルスワクチン接種推進室 ℡ 24‐5007

60 歳以上の人への接種券発送の目安　3 回目のワクチン接種から５カ月が経過した人
で、60 歳以上の人、18 歳以上 60 歳未満の人で
基礎疾患がある人または重症化のリスクが高いと医
師が判断した人が対象です。

武田社製ワクチン（ノババックス）を接種できるようになりました
　武田薬品工業株式会社製の新型コロナワクチン（ノババックス（組換えタンパクワクチン））が薬事承認され、
市内でも７月下旬から接種ができるようになります。詳しくは、市ホームページを確認ください。

※インターネット予約が難しい人は、次の電話に
　問い合わせください（平日のみ９時～ 17 時）
　☎ 080-5828-8064、☎ 070-3783-7298

18 歳以上で１～３回目接種の人
■ 接種対象者

７月４日（月曜）　９時以降
■ 予約開始日時

園田病院■ 接種医療機関

インターネット予約（接種券が必要です）
■ 予約方法

▲市ホームページ

３回目接種完了日 発送予定日
2 月 20 日～ 2 月 28 日

3 月１日～ 3 月６日

3 月 7 日～ 3 月 11 日

3 月 12 日～ 3 月 20 日

3 月 21 日～ 3 月 31 日

4 月 1 日～ 4 月 15 日

4 月 16 日～ 4 月 30 日

６月 29 日（水曜）

7 月 6 日（水曜）

7 月 13 日（水曜）

7 月 20 日（水曜）

7 月 27 日（水曜）

8 月 3 日（水曜）

8 月 10 日（水曜）
※発送予定日は目安であり、前後することがあります



区 7
月

8
月

水流迫、東方 1・2 １ 2

真方１・２・３ ４ 1

南西２・３、通り町 ５ 3

南西１の西、南西４
本町、新生町 ６ 4

南西１の東、種子田 ７ 5

北西１・３、緑町 ８ 9

北西２、坂元 12 10

西町１・２・３
南島田 11 8

仲町、永田町、後川内 13 16

細野 2・３、南真方 14 17

細野１、南真方西 22 18

南真方東
上町・上町西 26 25

上町中、上町東
上町北 27 26

西堤、南堤 28 30

北堤 29 31

野尻地区
（第 3 日曜） 17 21

須木地区
（第４日曜） 24 28

20

　リサイクル日程　

今月の これは何ごみ？

生活環境課　 　℡ 23-8122
小林市清掃工場 ℡ 24-0959
須木住民生活課 ℡ 48-3132
野尻住民生活課 ℡ 44-1100

「電子たばこ本体と
モバイルバッテリー」
（答えは左のページ）

　すこやかカレンダー　 　健康推進課　　℡ 2 3 - 0 3 2 3

● にこにこ運動教室（13：30 ～ 15：30）
問：社会福祉協議会野尻支所℡ 44-1206

場　所 7 月 8 月

野尻町保健福祉センター 12 日（火）、26 日（火） 2 日（火）、9 日（火）

●健康相談
「健診結果が気になる」「食事のことが知りたい」「どんな運動をすればいいか」など、健
康について気になることを気軽に相談ください。

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

平日(祝日を除く) 健康相談
( 体組成計・血管年齢測定 ) 小林市保健センター 8：30 ～ 17：15

（要予約）

7 14 木
まちの保健室 テナムビル２階

交流スペース 13：30 ～ 15：30
７ 28 木

※「まちの保健室」は感染症の状況により中止になる場合あり

日曜祝日在宅当番医（原則として 9 時から 17 時）

● 育児・親子健康日程　 
種　類 月　　日 時　間 会　場

妊婦健康相談
母子健康手帳発行

毎週月曜
（祝日除く） 9：00 ～ 11：30

小
林
市
保
健
セ
ン
タ
│

赤ちゃん健康診査 ７月 21 日（木）

※個別に案内していますので
　詳しくは問合せください

1 歳 6 か月健康診査 ８月４日（木）

３歳児健康診査 ７月 14 日（木）

歯っぴ～教室（要予約） 8 月 9 日（火） 受付 13：00 ～ 13：30

キッズフロア 8 月 3 日（水） 受付 9：30 ～ 11：00

もぐもぐクッキング
（要予約）

７月 20 日（水）
受付 13：45 ～ 14：00
開催 14：00 ～ 15：00

モバイルバッテリー

月 日 曜 在　宅　医 電話番号　

10 日
前田内科医院 22‐5802

小林中央眼科 23‐5300

17 日
すわクリニック 22‐6489

桑原記念病院 22‐4138

18 月
内村病院 23‐2575

和田クリニック 23‐5653

24 日
園田病院 22‐2221

髙﨑皮膚科医院 22‐8521

31 日
槇内視鏡内科医院 22‐2819

整形外科フレンドクリニック 22‐3132

7 日 柊山医院 22‐2503

※変更になる場合もありますので、各医療機関にご確認ください

７

８

電子たばこ
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くらし　７月 10 日～８月 9 日

●人権・行政・なやみごと相談　 市民課　℡ 23-1141

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

７

12 火 人権・行政・なやみごと 市役所東館１階相談室

10：00 ～ 15：00

19 火 人権・なやみごと 市役所東館１階相談室

26 火 人権・なやみごと 市役所東館１階相談室

８

2 火 人権・行政・なやみごと 須木総合ふるさとセンター

4 木 人権・行政・なやみごと 野尻町保健福祉センター

9 火 人権・行政・なやみごと 市役所東館１階相談室

●納付・納税・年金　　ほけん課 ℡ 23-0116　税務課 ℡ 23-0115　市民課 ℡ 23-1112

種　類 月　日 場　所 時　間 備　考

休日納付・納税相談窓口 ７月 17 日（日） ほけん課・税務課窓口 8：30 ～ 17：15 ※ 毎月第 3 日曜日

年金移動相談   ※要予約 ７月 21 日（木） 市役所本館 1 階 相談室 10：00 ～ 14：40 予約 : 都城年金事務所

※年金移動相談は、感染症予防のため休止になる場合があります。事前に都城年金事務所（℡ 0986-23-2571）に確認ください　

☎27-1850

◆こころの電話相談

毎週月曜　20：00 ～ 22：00

●問：NPO 法人こばやしハートム

◆宮崎いのちの電話（年中無休）
日・月・水・金  21：00 ～（翌朝）4：00
火・木・土　　　18：00 ～（翌朝）4：00
●問：NPO 法人宮崎いのちの電話

☎ 0570-7
ナ ヤ ミ

83-5
コ コ ロ

56

ひとりで悩まずお話しください
　農地移動申請　

場所　農業委員会事務局
時間　９：00 ～ 17：00
受付開始日  7 月 7 日（木）
受付締切日  7 月 13 日（水）

小林保健所の相談会（　 小林保健所　 23‐3118）
▼アルコール家族教室（アルコールで悩む本人・家族）
　　 毎月第２火曜 　13 時 30 分～ 15 時 30 分
▼ひきこもり・こころの健康相談
　　 毎月第４火曜　 13 時 30 分～ 15 時 30 分
▼わかちあいの会（自死遺族のつどい）
　　 毎月第４木曜 　13 時～ 15 時

時

場

日

問

時日

時日

小林こすもす家族会
精神疾患で悩まれている家族
の「思い」を共有する集い
　 毎月第２水曜
　 13 時 30 分～ 15 時 30 分
　 市民活動支援センター
　 ℡ 080‐6423‐5858

時
場

日

問

その他の相談会や集い（参加希望者は事前に連絡ください）

　その他のイベント
◆二原遺跡公園公開日
７月 17 日（日）
9：30 ～ 11：30

「よかとこ小林市」で検索

市公式 SNS
　公式フェイスブック・ツイッター

『よかとこ小林市』でも、まちの話
題や役立つ情報を発信中！

これは何ごみ？答え

●問＝生活環境課　℡ 23‐8122

『リサイクル品（乾電池類）』
　燃やすごみや燃やさないごみに混
入すると火災の原因になります。
※「令和３年度改訂ごみ分別虎の巻」
の 17 ページをご参照ください。

固定資産税・都市計画税　2 期

介護保険料　3 期

国民健康保険税　１期

後期高齢者医療保険料　１期

税・保険料の納付期限
※納期限は８月１日（月曜）です。

電子タバコ本体と
モバイルバッテリーは



市内８地区の「きずな協働体」の活動やイベント情報を紹介します！

きずな協働体通信
　

県
内
外
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ

い
、
地
域
で
親
し
ま
れ
る
霧
島
岑

神
社
の
ふ
れ
あ
い
広
場（
駐
車
場
）

に
、「
広
域
観
光
案
内
看
板
」と「
公

衆
ト
イ
レ
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

広
域
観
光
拠
点
と
し
て
、
市
内

や
霧
島
・
西
諸
地
域
な
ど
の
観
光

地
と
連
携
し
、
相
互
に
誘
引
す
る

広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
通
学
路
や
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
の
一
部
と
し
て
利
用

し
て
い
た
だ
き
、
地
域
住
民
の
安

心
と
健
康
増
進
へ
の
意
欲
向
上
に

も
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
近
く
に

来
ら
れ
た
際
は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

　

細
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で

は
、
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
、
高

齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・

開
催
し
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
創

出
し
て
い
き
ま
す
。

広域観光拠点として施設を整備しました
細野

まちづくり協議会

令和３年度小林市元気なまちづくり支
援補助金を活用

子育て支援センターに遊びに来ませんか？
輝け

フロンティアのじり

　

輝
け
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
じ
り
が

委
託
を
受
け
て
運
営
し
て
い
る

「
野
尻
の
び
の
び
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
」
は
、
親
子
で
一
緒
に
遊

ん
だ
り
、
子
育
て
仲
間
同
士
が
出

会
え
る
場
で
す
。
子
育
て
中
の
親

子
な
ら
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

子
育
て
を
応
援
す
る
ス
タ
ッ
フ

が
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
気

軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
希
望
す
る
家
庭
に
は
楽

し
い
講
座
や
行
事
予
定
を
掲
載
し

た
「
子
育
て
通
信
の
び
の
び
」
を

毎
月
送
付
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
利
用
日
時

　

月
曜
～
土
曜
（
祝
日
は
除
く
）

　

９
時
～
12
時
、 

13
時
～
16
時

◆
場
所

小
林
市
野
尻
町
東
麓
２
１
６
６
‐
２

※
野
尻
保
育
園
の
隣

◆
主
な
行
事

　

誕
生
会
、
育
児
講
座
、
わ
く
わ

く
タ
イ
ム
、
ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど

野尻のびのび子育て支援
センター　℡ 44‐1881

問

教育委員会
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■スポーツ振興課 ℡ 22‐7911

教育委員会 EDUCATION
体育

ス
ポ
少
で
一
緒
に

活
動
し
ま
せ
ん
か
？

団
員
募
集
中
！

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
日
本

最
大
の
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
団
体

で
、ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
、

様
々
な
活
動
を
通
し
て
協
調
性
や

創
造
性
を
養
い
、
社
会
の
ル
ー
ル

や
思
い
や
り
の
こ
こ
ろ
を
学
ぶ
青

少
年
の
育
成
の
場
で
す
。

　
「
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
を
や
り
た
い
と
言
い
だ
し

た
」、「
子
ど
も
に
ス
ポ
ー
ツ
を
好

き
に
な
っ
て
ほ
し
い
」、「
家
庭
で

あ
ま
り
会
話
が
な
い
よ
う
な
気
が

す
る
」
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
時
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
お
役
に
立
ち

ま
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
各
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

見
学
・
体
験
な
ど
、
お
気
軽
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
現
在
11

競
技
46
団
７
１
１
名
（
令
和
４
年
３
月

現
在
）の
団
員
が
所
属
し
、活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
は

↑市ホーム
ページはこち
らの QR コー
ドから

団
員
募
集
し
て
ま
す
！

■企画政策課 ℡ 23‐0456

　

か
つ
て
年
間
３
０
０
万
人
以

上
が
利
用
し
て
い
た
市
内
を
走

る
バ
ス
は
、
少
子
高
齢
化
や
自

家
用
車
の
普
及
に
よ
り
、
利
用

者
が
激
減
し
、
路
線
廃
止
や
減

便
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
で
は
市
外
と
往

復
す
る
路
線
バ
ス
、
市
内
を
循

環
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、

福
祉
バ
ス
な
ど
が
運
行
し
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
、
年
間

20
万
人
程
度
が
利
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
外
出
自
粛
な
ど
の
影

響
で
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す

（
表
１
）。

　

市
で
は
、
国
・
県
の
補
助
な

ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
路
線
バ

ス
の
運
行
経
費
の
一
部
を
負
担

し
て
い
る
ほ
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
、
福
祉
バ
ス
を
運
行
し
、

交
通
手
段
を
確
保
し
て
い
ま
す

が
、
利
用
者
減
少
に
加
え
、
燃

料
費
や
車
両
維
持
費
な
ど
の
運

行
経
費
は
増
加
。
そ
れ
に
伴
い

市
の
負
担
も
増
加
し
、
公
共
交

通
の
維
持
は
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
そ
こ
へ
減
便
や

路
線
廃
止
と
な
る
と
利
便
性
が

低
下
し
、
さ
ら
に
利
用
者
が
減

少
す
る
と
い
っ
た
「
悪
循
環
」

に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

利
用
者
は
ピ
ー
ク
時
の

15
分
の
１
以
下
に

路
線
廃
止
や
減
便
で
利
便

性
低
下
な
ど
の
悪
循
環

路線バス・コミュニティバス・
福祉バスなどの乗車人数

表１

H29

(人 )
210,000

195,409 197,162
201,913

171,332
167,004

200,000

190,000

180,000

170,000

160,000

H30 R1 R2 R3

減便、
運賃の
値上げ

路線廃止？

路線の
赤字化

利用者
の減少

利便性
の低下

バスの悪循環のイメージ

悪循環

公
共
交
通
の
今
と
「
未
来
」

乗
っ
み
ら
ん
ね 
～
バ
ス
の
現
状
～

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

の
活
動
紹
介

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
各
小
学
校

区
な
ど
か
ら
選
出
さ
れ
た
21
人
で
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
、
各
運

動
教
室
の
講
師
や
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
運
営
や
補
助
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
指
導
・
普
及
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
「
誰
で
も
」、

「
い
つ
で
も
」、「
ど
こ
で
も
」、「
気

軽
に
自
由
に
楽
し
め
る
」
と
い
う

こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
も
の

で
、
年
齢
や
体
力
差
な
ど
関
係
な

く
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。

　

講
師
の
派
遣
依
頼
を
い
た
だ
け

れ
ば
、
高
齢
者
学
級
や
家
庭
学
級

な
ど
に
伺
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
希
望

に
合
わ
せ
て
、
出
前
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
事
業
所
の
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
で
も
活
動
で
き
ま
す

の
で
、
運
動
の
き
っ
か
け
づ
く
り

に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
知

識
の
な
い
場
合
も
、
推
進
委
員
が

受
講
者
の
年
齢
層
に
合
わ
せ
た
競

技
を
選
ん
で
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
は

出
前
講
座
を
受
付
中
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４月１日～５月 13 日の期間で、「シンセン（新鮮）な小林市の魅力」をテーマに、「シンセ
ン！こばやし！フォトコンテスト」を開催し、211 作品の応募がありました。たくさんの
応募ありがとうございました。厳正な審査の結果選ばれた、最優秀賞（1 点）、優秀賞（３点）、
佳作（３点）を紹介します。 ●問＝地方創生課　℡ 23-1148

春の霞がかかっていたので、いい位置にきて形がよくなる
のを待ちました。山の高さなどを考えて、どのレンズを使
うかに神経を使いました。
コンテストの受賞は数年ぶりで、最優秀賞を獲得すること
ができてうれしく思います。

撮影場所＝細野　牧場

結果
発表

撮影者
最

優秀賞 谷
た に む ら

村 龍
た つ お

生 さん
受賞者コメント

シンセン！こばやし！
フォトコンテスト

優秀
賞

撮影者

岩
い わ や

屋 拓
た く ろ う

朗 さん
撮影場所＝須木・ままこ滝

優秀
賞

撮
影
者

レ
ゴ
シ
＠
星
空
の

下
の
写
真
屋 

さ
ん

撮
影
場
所
＝
生
駒
高
原

撮
影
者

ゆ
ら
ち
ゃ
ん
パ
パ 

さ
ん

撮
影
場
所
＝
小
林
駅

優秀
賞

撮
影
者

nassom
 

さ
ん

撮
影
場
所
＝
西
小
林
駅

撮影者

ヨッシー さん
撮影場所＝生駒高原

撮影者

tomomo さん
撮影場所＝生駒高原 佳

作

佳
作

佳
作

次回フォトコンテスト情報
　「ハッシンコバヤシ ‼」をキーワードに、次回のフォト
コンテストを７月上旬～８月末にかけて開催予定です。詳
細は、後日回覧するチラシや、市ホームページ（下記 QR
コード）から確認ください。

【テーマ】

全国に伝えたい小林市の魅力
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　５月号で 300 歳を迎える石像物
を紹介し、これらは全て同じ石工
によって造られているという話し
をしましたが、今回はその石工『毛
利七右衛門』について紹介します。
　毛利七右衛門は、江戸時代の享
保年間に活躍した石工で、市内に
田の神像や仁王像、水神碑など七
右衛門作の石造物が６体現存して
います。市外でも都城市やえびの
市、高原町、伊佐市などに現存し、
特に衣服の表現が立体的で現実味
があり、石工として高い技術を持
っていたことが見て取れます。
　霧島岑神社の仁王像には「勝岡
石切七右衛門」と刻銘されてあり、
この「勝岡」は江戸時代島津氏領

諸県郡勝岡郷で、現在の三股町蓼
池辺りを指すものと思われます。
　前回紹介したように、享保 7 年
には一年で多くの石像を製作して
いることから、個人ではなく七右
衛門を代表とする石工集団が勝岡
に存在していたのではと考えられ
ています。
　また、七右衛門作の石像物の後
のものとされる野尻三ヶ野山の菅
原神社神像（延享 2 年）や南西方
の立野の田の神像（年代不明）に
は、『毛利雅楽』の刻銘が確認で
きます。子孫・後継者の存在や石
工集団としての「毛利」が時代を
通して存在したことを証明する資
料として、大変興味深いものです。

▲写真上段：毛利七右衛門作の仁王
像と石工銘（霧島岑神社）、写真下段：
毛利雅楽作の田の神像と石工銘（立
野の田の神）

■社会教育課 ℡ 22‐7912
26

小林市立図書館
問＝℡ 22-7913 図書館からのお知らせ

休館と開館時間

★新刊本の入荷
は毎週土曜

300 歳の石像物の作者
～古の石工、毛利七右衛門～

会議室を開放します

【本館】毎週月曜は休館
　◆開館時間　9 時～ 19 時　※日曜と祝日は 17 時まで

【須木分館】毎週月曜と祝日は休館
　◆開館時間　9 時～ 17 時

【野尻分館】毎週月曜と祝日は休館
　◆開館時間　10 時～ 18 時 30 分　※日曜は 17 時まで

毎月１日は館内整理日のため全館（本館・須木・野尻）休館

　小学生の学習スペースとして本館２階大会
議室を開放します。
　利用の際は、図書館利用者カードが必要で
す。保護者の方は必ずカードを持たせてくだ
さい。

課題図書入荷しました
　青少年読書感想文全国コンクール、西日本
読書感想画コンクールの課題図書を入荷しま
した。
※課題図書は 1 人 1 冊ま
で、1 週間の貸し出しにな
ります

　図書館利用者カードを登録
してから３年が経過した方
は、カードの更新をお願いし
ます。
　更新の際は、住所確認が必
要になります。来館時に身分
証明書（免許証など）をお持
ちください。
　ご協力をよろしくお願いし
ます。

夏休み子ども応援！図書館利用者カード有効期限について

『みんなのためいき図鑑』
作：村上　しいこ
絵：中田　いくみ

発行：童心社
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＜編集後記＞
小林秀峰高校農業クラブを取材しま
した。普段牛を近くで見る機会がな
いので、とても面白い取材になりま
した。全共の取材に向けて、もっと
牛の勉強をしたいと思います。（前原）

SUKU SUKU

めいちゃん！生まれてきてくれてあり
がとう♡お姉ちゃん大好き♡の甘えん
坊！元気いっぱいに育ってね♡
保護者：熊ノ迫修身、美代子
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▲さまざまな取り組みを行っていま
す。詳細はプロジェクトの特設ページ

（市ホームページ）をチェック！

ハッシンコバヤシ！！
特設ページ

すく　すく

いつも皆を笑顔にしてくれる、せい
ちゃん。ありがとう。甘えん坊で寂し
がり屋さんなところも大好きだよ～！
保護者：東園祐哉、愛美
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今月は公共施設の更新問題について
特集しました。私も普段利用してい
る施設について、どのような施設で
あったら使いやすい施設なのか改め
て考えてみたいと思います。（榎田）

画：友安よーいち
第 9 ５話「虫とり」
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